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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に関する第１の受信チェーンと第２のＲＡＴに関す
る第２の受信チェーンとの両方を備えるユーザ機器（ＵＥ）において、前記第１のＲＡＴ
によって周期的に送信される送信を測定する方法であって、
　　前記第１のＲＡＴからの送信に関する信号品質を測定するための時間期間にわたって
前記ＵＥの前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンの少なくとも一部へのアク
セスを獲得することと、
　　前記第１のＲＡＴに関する前記第１の受信チェーンを使用して前記第１のＲＡＴによ
って送信された送信を測定することを控えることと、
　　前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンを使用して、前記時間期間の間、
前記第１のＲＡＴによって送信された前記送信を測定することと、
　　前記獲得することおよび前記測定することを周期的に繰り返すことと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＡＴは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）を備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のＲＡＴは、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）を備
える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記繰り返すことの間、前記時間期間および測定の周期のうちの１つまたは複数を調節
することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンへのアクセスを獲得することが、
　前記第２のＲＡＴに関する少なくとも１つの実際のフローと仮想フローとの間のコンテ
ンション処理を可能にするために、前記第２のＲＡＴに関する前記仮想フローに１つまた
は複数のフロー特性を割り当てることと、
　前記仮想フローが前記コンテンションに勝つとき、前記第２のＲＡＴに関する前記第２
の受信チェーンにアクセスすることと、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンへのアクセスを獲得することが、前
記第２のＲＡＴに関する無線機をパワー・セーブ・モードに設定することを備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンへのアクセスを獲得することが、前
記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンを非稼働チャネルにチューニングするこ
とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンへのアクセスを獲得することが、前
記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンに関連付けられたネットワーク・アロケ
ーション・ベクトル（ＮＡＶ）をしきい値の値またはしきい値よりも上の値に設定するこ
とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンへのアクセスを獲得することが、前
記第２のＲＡＴに関する前記受信チェーンが前記第２のＲＡＴに関する動作を実行するこ
とを妨げられる測定モードに入ることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）によって周期的に送信される送信を測定するための
装置であって、
　第１のＲＡＴに関する第１の受信チェーンと、
　第２のＲＡＴに関する第２の受信チェーンと、
　　前記第１のＲＡＴからの送信に関する信号品質を測定するための時間期間にわたって
前記ＵＥの前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンの少なくとも一部へのアク
セスを獲得するための手段と、
　　前記第１のＲＡＴに関する前記第１の受信チェーンを使用して前記第１によって送信
された送信を測定することを控え、代わりに、前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信
チェーンを使用して、前記時間期間の間、前記第１のＲＡＴによって送信された前記送信
を測定するための手段と、
　　前記獲得することおよび前記測定することを周期的に繰り返すための手段と、
　を備える装置。
【請求項１１】
　前記第１のＲＡＴは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）を備え、前記第２
のＲＡＴは、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）を備える、請求
項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）によって周期的に送信される送信を測定するための
装置であって、
　第１のＲＡＴに関する第１の受信チェーンと、
　第２のＲＡＴに関する第２の受信チェーンと、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
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　　前記第１のＲＡＴからの送信に関する信号品質を測定するための時間期間にわたって
前記ＵＥの前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンの少なくとも一部へのアク
セスを獲得することと、
　　前記第１のＲＡＴに関する前記第１の受信チェーンを使用して前記第１のＲＡＴによ
って送信された送信を測定することを控えることと、
　　前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンを使用して、前記時間期間の間、
前記第１のＲＡＴによって送信された前記送信を測定することと、
　　前記獲得することおよび前記測定することを周期的に繰り返すことと、
　を行うように構成される、装置。
【請求項１３】
　前記第１のＲＡＴは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）を備え、前記第２
のＲＡＴは、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）を備える、請求
項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記繰り返すことの間、前記時間期間および測定
の周期のうちの１つまたは複数を調節するようにさらに構成される、請求項１２に記載の
装置。
【請求項１５】
　前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンへのアクセスを獲得するために、前
記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記第２のＲＡＴに関する少なくとも１つの実際のフローと仮想フローとの間のコン
テンション処理を可能にするために、前記第２のＲＡＴに関する前記仮想フローに１つま
たは複数のフロー特性を割り当てることと、
　　前記仮想フローが前記コンテンションに勝つとき、前記第２のＲＡＴに関する前記第
２の受信チェーンにアクセスすることと、
　を行うように構成される、請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に関する第１の受信チェーンと第２のＲＡＴに関す
る第２の受信チェーンとの両方を備えるユーザ機器（ＵＥ）において前記第１のＲＡＴに
よって周期的に送信される送信を測定するための、コンピュータ実行可能コードを記憶す
る、非一時的なコンピュータ可読媒体であって、
　　前記第１のＲＡＴからの送信に関する信号品質を測定するための時間期間にわたって
前記ＵＥの前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンの少なくとも一部へのアク
セスを獲得することと、
　　前記第１のＲＡＴに関する前記第１の受信チェーンを使用して前記第１のＲＡＴによ
って送信された送信を測定することを控えることと、
　　前記第２のＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンを使用して、前記時間期間の間、
前記第１のＲＡＴによって送信された前記送信を測定することと、
　　前記獲得することおよび前記測定することを周期的に繰り返すことと、
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【請求項１７】
　前記第１のＲＡＴは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）を備え、前記第２
のＲＡＴは、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）を備える、請求
項１６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１８】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、ライセンス無線アクセス技術（ＲＡＴ）によって周期的
に送信される送信を測定する方法であって、ここにおいて、前記ＵＥは、ライセンスＲＡ
Ｔに関する第１の受信チェーンとアンライセンスＲＡＴに関する第２の受信チェーンとを
備え、
　　前記ライセンスＲＡＴからの送信に関する信号品質を測定するための時間期間にわた
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って前記ＵＥの前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンの少なくとも
一部へのアクセスを獲得することと、
　　前記ライセンスＲＡＴに関する前記第１の受信チェーンを使用して前記ライセンスＲ
ＡＴによって送信された送信を測定することを控えることと、
　　前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンを使用して、前記時間期
間の間、前記ライセンスＲＡＴによって送信された前記送信を測定することと、
　　前記獲得することおよび前記測定することを周期的に繰り返すことと、
　を備える方法。
【請求項１９】
　前記ライセンスＲＡＴは、ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＷＡＮ）を
備え、前記アンライセンスＲＡＴは、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）を備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ライセンスＲＡＴは、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）を備える、請
求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記繰り返すことの間、前記時間期間および測定の周期のうちの１つまたは複数を調節
することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンへのアクセスを獲得するこ
とが、
　前記アンライセンスＲＡＴに関する少なくとも１つの実際のフローと仮想フローとの間
のコンテンション処理を可能にするために、前記アンライセンスＲＡＴに関する前記仮想
フローに１つまたは複数のフロー特性を割り当てることと、
　前記仮想フローが前記コンテンションに勝つとき、前記アンライセンスＲＡＴに関する
前記第２の受信チェーンにアクセスすることと、
　を備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンへのアクセスを獲得するこ
とが、前記アンライセンスＲＡＴに関する無線機をパワー・セーブ・モードに設定するこ
とを備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２４】
　前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンへのアクセスを獲得するこ
とが、前記アンライセンスＲＡＴに関する前記受信チェーンを非稼働チャネルにチューニ
ングすることを備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２５】
　前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンへのアクセスを獲得するこ
とが、前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンに関連付けられたネッ
トワーク・アロケーション・ベクトル（ＮＡＶ）をしきい値の値またはしきい値よりも上
の値に設定することを備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２６】
　前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンへのアクセスを獲得するこ
とが、前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンが前記アンライセンス
ＲＡＴに関する動作を実行することを妨げられる測定モードに入ることを備える、請求項
１８に記載の方法。
【請求項２７】
　ライセンス無線アクセス技術（ＲＡＴ）によって周期的に送信される送信を測定するた
めの装置であって、
　ライセンスＲＡＴに関する第１の受信チェーンと、
　アンライセンスＲＡＴに関する第２の受信チェーンと、
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　前記ライセンスＲＡＴからの送信に関する信号品質を測定するための時間期間にわたっ
て前記ＵＥの前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンの少なくとも一
部へのアクセスを獲得するための手段と、
　前記ライセンスＲＡＴに関する前記第１の受信チェーンを使用して前記ライセンスＲＡ
Ｔによって送信された送信を測定することを控えるための、および、前記アンライセンス
ＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンを使用して、前記時間期間の間、前記ライセンス
ＲＡＴによって送信された前記送信を測定するための、手段と、
　前記獲得することおよび前記測定することを周期的に繰り返すための手段と、
　を備える装置。
【請求項２８】
　前記ライセンスＲＡＴは、ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＷＡＮ）を
備え、前記アンライセンスＲＡＴは、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）を備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　ライセンス無線アクセス技術（ＲＡＴ）によって周期的に送信される送信を測定するた
めの装置であって、
　ライセンスＲＡＴに関する第１の受信チェーンと、
　アンライセンスＲＡＴに関する第２の受信チェーンと、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記ライセンスＲＡＴからの送信に関する信号品質を測定するための時間期間にわた
って前記ＵＥの前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンの少なくとも
一部へのアクセスを獲得することと、
　　前記ライセンスＲＡＴに関する前記第１の受信チェーンを使用して前記ライセンスＲ
ＡＴによって送信された送信を測定することを控えることと、
　　前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンを使用して、前記時間期
間の間、前記ライセンスＲＡＴによって送信された前記送信を測定することと、
　　前記獲得することおよび前記測定することを周期的に繰り返すことと、
　を行うように構成される、装置。
【請求項３０】
　前記ライセンスＲＡＴは、ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＷＡＮ）を
備え、前記アンライセンスＲＡＴは、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）を備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記繰り返すことの間、前記時間期間および測定
の周期のうちの１つまたは複数を調節するようにさらに構成される、請求項２９に記載の
装置。
【請求項３２】
　前記アンライセンスＲＡＴに関する前記受信チェーンへのアクセスを獲得するために、
前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記アンライセンスＲＡＴに関する少なくとも１つの実際のフローと仮想フローとの
間のコンテンション処理を可能にするために、前記アンライセンスＲＡＴに関する前記仮
想フローに１つまたは複数のフロー特性を割り当てることと、
　　前記仮想フローが前記コンテンションに勝つとき、前記アンライセンスＲＡＴに関す
る前記第２の受信チェーンにアクセスすることと、
　を行うように構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３３】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、ライセンス無線アクセス技術（ＲＡＴ）によって周期的
に送信される送信を測定するためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的なコ
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ンピュータ可読媒体であって、前記ＵＥは、ライセンスＲＡＴに関する第１の受信チェー
ンとアンライセンスＲＡＴに関する第２の受信チェーンとを備え、
　　前記ライセンスＲＡＴからの送信に関する信号品質を測定するための時間期間にわた
って前記ＵＥの前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンの少なくとも
一部へのアクセスを獲得することと、
　　前記ライセンスＲＡＴに関する前記第１の受信チェーンを使用して前記ライセンスＲ
ＡＴによって送信された送信を測定することを控えることと、
　　前記アンライセンスＲＡＴに関する前記第２の受信チェーンを使用して、前記時間期
間の間、前記ライセンスＲＡＴによって送信された前記送信を測定することと、
　　前記獲得することおよび前記測定することを周期的に繰り返すことと、
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【請求項３４】
　前記ライセンスＲＡＴは、ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＷＡＮ）を
備え、前記アンライセンスＲＡＴは、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）を備える、請求項３３に記載のコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　[0158]以上の説明は、本明細書に記載の種々の態様を当業者にとって実施可能にするた
めに提示されている。これらの態様への種々の変更が、当業者にとって容易に明らかであ
ると考えられ、本明細書に定められる包括的な原理は、他の態様にも適用され得る。した
がって、特許請求の範囲は、本明細書に示した態様に限定されるようには意図されてはお
らず、請求項の表現に矛盾しない最大限の範囲が与えられるべきであり、ここにおいて、
或る要素への単数形での言及は、とくに指定されない限り「ただ１つ」を意味することを
意図されておらず、むしろ「１つまたは複数」を意味することを意図している。用語「典
型的」は、本明細書において、「例、事例、または例示として役立つ」を意味して用いら
れている。本明細書において「典型的」とされるいかなる態様も、必ずしも他の態様と比
べて好ましい、または有利であると解釈されるべきではない。とくに述べられない限り、
用語「いくつか」は、１つまたは複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣの少なくとも１つ」、
「Ａ、Ｂ、およびＣの少なくとも１つ」、ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはこれらの任意の
組み合わせ」などの組み合わせは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組み合わせを含み
、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含み得る。具体的には、「Ａ、Ｂ、またはＣの
少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣの少なくとも１つ」、ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、ま
たはこれらの任意の組み合わせ」などの組み合わせは、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃだけ、ＡとＢ
、ＡとＣ、ＢとＣ、またはＡとＢとＣであり得、あらゆるこのような組み合わせは、Ａ、
Ｂ、またはＣの１つまたは複数の構成員を含み得る。本開示の各所において説明された種
々の態様の要素について、当業者にとって公知であり、あるいは後に知られることになる
すべての構造的および機能的な等価物は、ここでの言及によって本明細書に明示的に援用
され、特許請求の範囲によって包含されるように意図される。さらに、本明細書に開示さ
れたいずれのものも、このような開示が特許請求の範囲に明示的に記載されるか否かにか
かわらず、公衆に開放されるようには意図されていない。請求項のいかなる要素も、その
要素が「ための手段（means for）」という表現を使用して明示的に記載されない限り、
ミーンズ・プラス・ファンクション（means plus function）として解釈されるべきでは
ない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＷＡＮ）によって周期的に送信
される関心信号をキャプチャする方法であって、
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　　測定ギャップに対応する時間期間についてワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワ
ーク（ＷＬＡＮ）受信チェーンへのアクセスを獲得することと、
　　前記ＷＬＡＮ受信チェーンを使用して前記測定ギャップ中に前記関心信号をキャプチ
ャすることと、
　　前記獲得することおよび前記キャプチャすることを周期的に繰り返すことと、
　を備える方法。
[Ｃ２]　前記繰り返すことの間、前記キャプチャの周期および前記測定ギャップのうちの
１つまたは複数を調節すること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得することが、仮想フローを通じて
ＬＴＥ測定のためのＷＬＡＮ受信チェーンアクセスを要求することを備える、Ｃ１に記載
の方法。
[Ｃ４]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得することが、パワー・セーブ・モ
ードに入ることを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記パワー・セーブ・モードは、アンスケジュールド・オートマチック・パワー
・セーブ・デリバリ（Ｕ－ＡＰＳＤ）、ワイヤレス・マルチメディア・パワー・セーブ（
ＷＭＭ－ＰＳ）、およびセーブマルチポール（ＰＳＭＰ）のうちの１つまたは複数を備え
る、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ６]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得することが、非稼働中のＷＬＡＮ
チャネルにチューニングすることを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ７]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得することが、ネットワーク・アロ
ケーション・ベクトル（ＮＡＶ）をしきい値またはしきい値よりも上に設定することを備
える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]　前記ＷＷＡＮネットワークのバックホールへのアクセスを獲得することと、
　前記バックホールを通じて前記関心信号をキャプチャすることと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得することが、前記ＷＬＡＮ受信チ
ェーンがＷＬＡＮ動作を実行することを妨げられる測定モードに入ることを備える、Ｃ１
に記載の方法。
[Ｃ１０]　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＷＡＮ）によって周期的に送
信される関心信号をキャプチャするための装置であって、
　　測定ギャップに対応する時間期間についてワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワ
ーク（ＷＬＡＮ）受信チェーンへのアクセスを獲得するための手段と、
　　前記ＷＬＡＮ受信チェーンを使用して前記測定ギャップ中に前記関心信号をキャプチ
ャするための手段と、
　　前記獲得することおよび前記キャプチャすることを周期的に繰り返すための手段と、
　を備える装置。
[Ｃ１１]　前記繰り返すことの間、前記キャプチャの周期および前記測定ギャップのうち
の１つまたは複数を調節するための手段、
　をさらに備える、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１２]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得するための前記手段は、仮想フ
ローを通じてＬＴＥ測定のためのＷＬＡＮ受信チェーンアクセスを要求するように構成さ
れている、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１３]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得するための前記手段は、パワー
・セーブ・モードに入るように構成されている、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１４]　前記パワー・セーブ・モードは、アンスケジュールド・オートマチック・パワ
ー・セーブ・デリバリ（Ｕ－ＡＰＳＤ）、ワイヤレス・マルチメディア・パワー・セーブ
（ＷＭＭ－ＰＳ）、およびセーブマルチポール（ＰＳＭＰ）のうちの１つまたは複数を備
える、Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ１５]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得するための前記手段は、非稼働
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中のＷＬＡＮチャネルへとチューニングするように構成されている、Ｃ１０に記載の装置
。
[Ｃ１６]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得するための前記手段は、ネット
ワーク・アロケーション・ベクトル（ＮＡＶ）をしきい値またはしきい値よりも上に設定
するように構成されている、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記ＷＷＡＮネットワークのバックホールへのアクセスを獲得するための手段
と、
　前記バックホールを通じて前記関心信号をキャプチャするための手段と、
　をさらに備える、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得するための前記手段は、前記Ｗ
ＬＡＮ受信チェーンがＷＬＡＮ動作を実行することを妨げられる測定モードに入るように
構成されている、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１９]　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＷＡＮ）によって周期的に送
信される関心信号をキャプチャするための装置であって、
　　メモリと、
　　前記メモリに接続された少なくとも１つのプロセッサであって、
　　　測定ギャップに対応する時間期間についてワイヤレス・ローカル・エリア・ネット
ワーク（ＷＬＡＮ）受信チェーンへのアクセスを獲得することと、
　　　前記ＷＬＡＮ受信チェーンを使用して前記測定ギャップ中に前記関心信号をキャプ
チャすることと、
　　　前記獲得することおよび前記キャプチャすることを周期的に繰り返すことと、
　　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備える装置。
[Ｃ２０]　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記繰り返すことの間、前記キャプチャ
の周期および前記測定ギャップのうちの１つまたは複数を調節するようにさらに構成され
ている、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得するために、前記少なくとも１
つのプロセッサは、仮想フローを通じてＬＴＥ測定のためのＷＬＡＮ受信チェーンアクセ
スを要求するように構成されている、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得するために、前記少なくとも１
つのプロセッサは、パワー・セーブ・モードに入るように構成されている、Ｃ１９に記載
の装置。
[Ｃ２３]　前記パワー・セーブ・モードは、アンスケジュールド・オートマチック・パワ
ー・セーブ・デリバリ（Ｕ－ＡＰＳＤ）、ワイヤレス・マルチメディア・パワー・セーブ
（ＷＭＭ－ＰＳ）、およびセーブマルチポール（ＰＳＭＰ）のうちの１つまたは複数を備
える、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得するために、前記少なくとも１
つのプロセッサは、非稼働中のＷＬＡＮチャネルへとチューニングするように構成されて
いる、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得するために、前記少なくとも１
つのプロセッサは、ネットワーク・アロケーション・ベクトル（ＮＡＶ）をしきい値また
はしきい値よりも上に設定するように構成されている、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記ＷＷＡＮネットワークのバックホールへのアクセスを獲得することと、
　　前記バックホールを通じて前記関心信号をキャプチャすることと、
　を行うようにさらに構成されている、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記ＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスを獲得するために、前記少なくとも１
つのプロセッサは、前記ＷＬＡＮ受信チェーンがＷＬＡＮ動作を実行することを妨げられ
る測定モードに入るように構成されている、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２８]　複数の通信フレームの各々の間にワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク



(9) JP 2017-517184 A5 2017.9.28

（ＷＷＡＮ）によって送信される関心信号をキャプチャする方法であって、
　　測定ギャップに対応する時間期間についてワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワ
ーク（ＷＬＡＮ）受信チェーンへのアクセスの獲得を試みることと、
　　測定ギャップに対応する時間期間についてＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスが獲得
された場合、前記ＷＬＡＮ受信チェーンを使用して前記測定ギャップ中に前記関心信号を
キャプチャすることと、
　　測定ギャップに対応する時間期間についてＷＬＡＮ受信チェーンへのアクセスが獲得
されない場合、
　　　前記複数の通信フレームの各々について、前記関心信号の送信の周期よりも短い継
続時間に対応するキャプチャ長さにわたってデータをキャプチャすることと、ここで、各
々のキャプチャは、そのそれぞれの通信フレーム内の、他の通信フレームに対して異なる
ポイントにおいて生じ、前記キャプチャすることは、ＷＬＡＮ受信チェーンにより行われ
、
　　　前記送信の周期よりも長い継続時間に対応する等価な連続データを形成するために
、前記複数のデータキャプチャを処理することと、
　を備える方法。
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